
出資法人等経営状況報告書

1作成年月日及び担当部署

作成年月日 令和元年 8月 27日 担 当 部 署 農林水産部 農政課

※以下は平成 31年 3月 31日 現在の内容です。

2法人等の概要

3組織

(単位 :人 )

4主な事業

法人等名称 公益財団法人 大島農業振興公社

代 表 者 名

理事長 高橋 三登一

■ 常 勤 口 非常勤

■ プロパー 国 市派遣 □ 市兼務 □ その他

所 在 地 新潟県上越市大島区牛ケ鼻 2649番 地

設立年月日 平成 6年 3月 7日 基 本 金 51,000千 円 市出捐割合 98.0%

設 立 目 的

上越市大島区の区域における農業の担い手の育成、農作業の支援等を行うことによ

り、中山間地域の農業生産の維持及び向上並びに農地の効率的利用を図り、もって、

大島区の区域の農業振興に寄与することを目的に設立。

理事 。

取締役

監事

監査役
計

内訳

プロパー 市派遣 市兼務 その他

役
員

常勤 l l 1

非常勤 6 2 8 8

計 7 2 9 9

職
員

正職員 6 6

臨時職員 0

パート職員等 0

計 6 6

(1)農業の担い手の育成に関する事業

(21農作業の支援に関する事業

(3)農用地の保全に関する事業

14)前 3号に掲げる事業に関する情報の収集及び提供に関する事業

(働 農地の有効利用及び効率的な使用を促す農地の貸 し切り等権利調整に関する事業

(6)技術習得等を目的とした研修等事業

(71その他 この法人の目的を達成するために必要な事業
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5事業実績 (概要)

○農作業支援事業

・基幹農作業受託事業

農業従事者の高齢化や若年労働者の減少が進む中、耕作放棄地の防止を図るため、基幹農作

業を受託した。

項  目 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度

耕うん 1 0 8ha 9,Oha 5,4ha

代かき 11.9ha 11.Oha 9.9ha

田植え 7.2ha 6.8ha 7.Oha

メ叫耳又り ll.3ha 13.2ha 10.Oha

延べ面積 41.2ha 40.Oha 32.3ha

・農地集積及び農地借入れによる農業経営

農業従事者の高齢化や後継者不足による耕作放棄地の発生防止のため、担い手への農地集積

を推進するとともに、受け手がない農地については公社自らが担い手となり管理耕作した。

項  目 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度

借入面積 45。 lha 40.3ha 37.7ha

公社耕作面積

(水稲作付面積)

20,lha

(14. lha)

20,9ha

(14.8ha)

21.6ha

(15.3ha)

水稲収穫量

(10a当 た り収量)

68t

(8.0俵 )

59t

(6.7俵 ) ( 5,

51t

5俵 )

生産した米は、「おおしま育ち」の名称で全国各地へ販売した。品質・安全性等の面で好評

を得るも、販路が固定化し減少傾向にある。収量については、千ばつの影響により減収とな

った。

○園芸事業

・花苗生産

上越市との契約及び JAえ ちご上越の協力により、温室 2棟を活用し花苗の生産を行った。

・農産物生産

温室の有効活用と地域に根付いた振興を目標に、自然薯やアスパラガス、その他野菜の栽培

に取り組んだ。

項  目 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度

花苗生産 5i314千 円 5,069千 円 4,889千円

野菜生産等 5,457千 円 3,829千 円 5,170千 円

合 計 10,772千円 8,898千 円 10,059千円

○大島農業実習交流センター管理事業

市からの業務受託により大島農業実習交流センターの管理業務を行つた。

○地域マネジメント組織の事務を支援

集落を超えて連携し地域の課題に取り組む組織の支援 (中 山間地域等直接支払交付金など)を

行った。大島区農業振興会 (16支部)、 多面的機能支払 (14組織)
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6財務状況

(単位 :千円)

項  目

平成 28年度

自 平成 28年 4月 1日

至 平成 29年 3月 31日

平成 29年度

自 平成 29年 4月 1日

至 平成 30年 3月 31日

平成 30年度

自 平成 30年 4月 1日

至 平成 31年 8月 31日

備  考

正
味
買オ
産
増
減
計
算
書

一般正味財産増減の部

63,504 61,145

10 5 5

0 0 0

0 0 0

57 l 7 9 55,371 5 0

7 7 709 6

5 0 1 4 l 9 3 90 8

65,164 6 3 ※62,349

63,746 62,181 60,740

上418 1,657

3H △334 △ 1,204

30 630 1,300

0 0 0

30

341 296 96

0 0 0

341 296 96

33 926 34,26了 34,563

34,267 34,563 ※34,658

指定正味財産増減の部

△569 △570 △570

54, 184 53,615 53, 045

53,615 53,045 52,475

正味財産期末残高 87,882 8 7 ※87,134

項  目 平成 29年 3月 31日 現在 平成 30年 3月 31日 現在 平成 31年 3月 31日 現在 備 考

貸
借
対
照
表

資 産 1 0 0 l 3 9 100,983

負 債 l 2 13,375 13,087

正味財産 87,608 ※87,134

6 1 5 5 3, 0 4 5 52,475

34,267 34, 563 34,658

※ 端数処理の関係か ら数値が符合 しません。
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7経営状況の予備的診断

予備的診断フロー

No

Ycs No

評価 A-2

※ この評価に関連する特殊な事情又は要因など特記すべき事項

特になし。

※ 公益法人においては、損益計算書を収支計算書・正味財産増減計算書に、当期利益を当

期正味財産増減額に、累積欠損金を正味財産の部合計に読み替える。

Yes

Yes

No

4

A-1単年度黒字か

A-2

累積欠損金
があるか

A-3累積欠損金が資本
金の50%未満

単年度黒宇か

A-4

累積欠損金が資本
金の50%以上 B

評価基準 備考

A-1 累積欠損金がなく、単年度黒字の
場合

引き続 き経営努 力 を

行 う。

A-2 累積欠損金がなく、単年度赤字の

場合

複数年 の経過 を注視
しな が ら引き続 き経
営努力を行 う。

A-3 累積欠損金が資本金の 50%未満
で、単年度黒字の場合

経営改善の努力を要
する。

A-4 累積欠損金が資本金の 50%未満
で、単年度赤字の場合

経営改善の一層の努
力を要する。

B 累積欠損金が資本金の 50%以上の
場合

事業の見直 し等 も含
めた抜本的な経営改
善を要する。



内1訳 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 備考 .

① 農業実習交流センター委託 384 400 340

② 除雪作業委託 3,647 3,724

③ 温室除排雪作業委託 1,029

④ 公共花壇等管理運営業務委託 6,834 23 6,489

⑥

計 11,362

8市の関与の状況

(1)市の委託額 (単位 :千円)

(21市の財政援助額 (単位 :千円)

9今後の経営計画等

(1)次期事業計画

(2)中長期経営計画

な し

5

内1訳 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 備考

① 補助金 (助成金) 3,270 3, 140 運営費補助金

② 貸付金 0 0 0

③ 損失補償 0 0 0

④ 債務保証 0 0 0

⑤ その他 ( ) 0 0 0

計 3,270 3, 140 3,070

設立当初の基本理念及び定款に定める目的に基づいた事業展開を行い、また、関係機関との連携を

図り、農政活動や地域農業への支援体制を強化するとともに、公社自身の経営の健全化及び財政的な

自立に向けた努力を継続し、地域農業を支える公社機能の充実に努める。

項   目 令和元年度計画 平成 30年度実績

農作業支援事業 (基幹農作業受託事業) 32.5ha 3ha

地域農業活性化事業 (水稲作付面積 ) ha 15.3ha

花苗生産 4,933千 円 4,889千 円

野菜生産等 4,696千 円 5,1了 0千円

植栽管理 2,891千 円 2,703千円

マネジメント事業 5,654千 円 5,662千円





,

事 業 報 告 書

自  平成 30年

至  平成 31年

4月  1日

3月 31日

新潟県上越市大島区牛ヶ鼻 2649番 地

公 益 財 団 法 人 大 島 農 業 振 興 公 社
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平成 30年度 事 業 報 告 書

≪ 総   合 ≫

平成 24年 4月 1日 より公益財団法人へ移行し、 7期 目を迎えました。

事業の実績は、農地の保全事業 (水稲作)において、千ばつの影響により平均反収が 5,5俵 と落ち

込み、収穫量及び収入とも計画を大きく下回りました。また、小売販売において、新規事業 (ネ ット

販売等)への取り組みを開始したものの、初年度もあり販売が見込みを大きく下回りました。園芸の

技術習得事業 (農産物)においては、悪天候により露地野菜の作付けが行えなかったものの、新規取

組としてウド苗の生産を行うことで園芸全体の計画を確保することができました。総体的には、当初

計画に対し約 1割の減収となりました。

今後も上越市の補助事業の活用やネット販売、新聞折り込み等の多様な戦冊各により販売強化を図り

ます。農産物部門では、関係機関等からの指導を受け、生産の安定に取り組んでまいります。

マネジメント事業では、農地利用集積円滑化団体としての農用地の利用調整や、日本型直接支払交

付金制度に関する事務支援、大島区農業懇談会等の事務局を務め、各種団体の活動の支援に取り組み

ます。

≪ 事業内容及び結果 ≫

I 公益目的事業

① 農業の担い手育成に関する事業

農業者の高齢化が進んでいることから、地域農業を持続的に発展させることを目的に、担い手の

規模拡大による経営安定を図るための支援等を行いました。

② 農作業の支援に関する事業

耕作放棄や地域農業の衰退を未然に防止することを目的に、負担となっている基幹農作業を請け

負い実施しました。

(1)水稲育苗事業

JAからの委託により、水稲苗の育首硬化及び配達並びに施設の維持管理を行いました。

硬化ハウス 4棟 (298だ/棟)  維持管理

水稲硬化首 3, 392枚

水稲首配達 3, 307枚

(2)基幹農作業受託事業

担い手不足や高齢化に伴う労働力及び農家の機械設備投資の軽減と、耕作放棄地の防止を図るた

め、基幹農作業受託等を請け負い、本年度は延面積 32.25haを実施しました。

詳細は、別紙事業実績のとおりです。
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③ 農用地の保全と地域農業の維持増進に関する事業

耕作放棄地や地域農業の衰退を未然に防止することを目的に、農地管理の維持が困難となった農

家の農地を借り受け、管理を行いました。

・水稲作付面積 15,32ha ― 「求められる おおしま育ち」を栽培、販売

・安全、安心、良食米の安定生産と、環境にやさしい米づくりへの取り組み

④ 農業マネジメンHこ関する事業

地域の担い手育成や、経営の安定化を図るために必要な地域合意につながることを目的に、下記

の事業を行いました。

(1)農地利用集積円滑化事業

荒廃地の増加防止や農用地の効率的利用を目的とし、農地利用集積円滑化団体として、農用地の

利用調整を行いました。               1

不可用権設定面積 16.■ha   うち流動化面積 16.■ ha

(2)日 本型直接支払制度に係る事務支援

*中山間地域等直接支払制度

大島区農業振興会の事務局を請け負い、広域連携による農作業支援体制の確立、農業施策の情

報提供、中山間地域等直接支払制度に係る事務支援等を行うことで、包括的に地域の農業を支

える中心的役割として活動しています。今期より、超急傾斜農地保全管理加算に係る販売促進

活動として、箱・袋・チラシ等の作成を行い、良質米の販売促進に努めました。現在、16支

部協定が広域協定に参加し、事務支援のみが 1協定となっています。

*多面的機能支払交付金制度

事業への取組団体が増加し、14地区の取組団体からの事務委託を受け、事業の円滑な推進に

努めました。

*環境保全型農業直接支払交付金制度

制度の有効活用を図るため、「大島区の環境を守る会」を組織し、農地の保全と担い手の育成

に努めました。

⑤ 園芸の技術習得に関する事業

地域の農業者が、容易に園芸導入に取 り組むことができるよう支援することを目的とし、新規作

物を先行導入し、栽培技術の確立に努めました。

(1)花苗の技術習得に関する事業

上越市の植栽事業及び市内各団体への花苗供給により、地域の緑化推進に協力しました。

(2)施設園芸等の技術習得に関する事業

地域に根付いた振興を目標に、自然薯、その他の野菜類の栽培に取り組みました。また、周辺の

畑地の有効活用としてアスパラガス栽培に取組んでお り、総面積は 40aと なっています。
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⑥ 農業実習交流センターの管理に関する事業

農業とのふれあいによる、心豊かな人づくりを目的に、大島農業実習交流センタとの管理業務を

行いました。公社業務と連携させた周年的な事業の開催と、利用実績の向上が課題となっています。

Ⅱ 収益事業

① 冬期間の地域住民の生活道路の確保と、公共施設を安心して利用できる場を確保するため、道

路除雪及び温室周辺除雪を実施しました。

平成 30年度事業報告には、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則第 34条第 3項に

規定する、付属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しませんので、作成はしてお

りません。

平成 31年 6月

公益財団法人 大島農業振興公社
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平成30年度 事  業  実  績 単位 :ha、 枚、回、Ig、 鉢

当初計画
事業区分

面積等 金額 (円 ) 面積等 金額 (円 )

備 考

手ヽの育成 大島区認定農業者会 ,大島区農業懇談会事務局

うん 8.5 629, 5.36 526, 春 1,35ha  101,861円 秋 4.01ha 424,336円

10.5 1,008, 9.89 900,1 春 9 64ha  876,500円 秋 0 25ha 23,676円

田植え 65 383.500 6.96 421,

取 り 10.5 2,068,500 10,04 1,976,

3,600 3,468,800 3,392 3,281,566

苗配達 3,600 388, 3,307 357,156

送 110 330, 116 348,000

40,000 160, 25,956 93,806

110,300 作業補助人夫・機械整備費

②
農
作
業

の
支
援

計 8,436, 8,014,

作付面積

コシとカツ 8 72 8 72

五 百万石 4,75 4,75

つきあかり 1.59 1.59

こがねもち 0,26 0 26

計 15 32 15,32

品種別収穫量は次買のとお り

小  売 7,187, 5,744,339

送  料 400, 368,715

白 主 米 12,211, 8,100,

層米・端量米 350, 276,

■29産本精算・加算金等 711,

その他 俵箱セッ ト

⑥
農
用
地
の
保
全

計 20,148, 15,199,

円
16. 11 1,092,518 16 11 877,

賃貸料

手数料

合計

858,429

19,016

877,445

中山問地域等直接
3,284, 3,284′ 450 事務費    3,284,450

1,067, 1,040, 14保全会等から事務受託

30, 66, 米袋・発送用ダンボール箱販売

300, 289, 農地中間管理機構業務委託費

109, 93, 大島区の環境を守る会事務局 事務費

その他 0 10,928 会議費用弁償等

④

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計 5,884, 5,662,048

春花苗 5,500 386, 6,475 413,

秋花首 6,300 272,1 5,029 290,1

JA花首 6,400 449, 5,700 400,

その他 21,

計 18,200 1,129,410 17,204 1,103,391

自然薯 600 700, 972,225

アスパラガス 2,500 3,000, 2,177.24 2,638,

野菜類 640, 14, 坊ちゃんかばちゃ

その他 200, 1,544, タド首8,450本  夕顔苗管理 100本  培上等

計 4,540, 5,170,

花首生産 3,785,608 3,785,608

植栽管理 2,890,952 2,703,032

計 6,676, 6,488,

⑤
園
芸
の
技
術
習
得

園芸合計 12,346, 12,762,

公

益

目

的

事

業

⑥
管
理

大島農業実習交流
センター管理事業

340, 340,

管理事業  管理人給与

周辺除雪費

計

106,275

234,000

340,275
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事業区分
当初計画 実   績

備 考
面積 等 金額 (円 ) 面積等 金額 (円 )

収
益
事
業

収
1

奉先除雪

冬期実稼働

補助車伴走

待機補償

計

100M

100H

40H

出向

0

1,717,200

615,600

400,000

2,732,300

97H

84H

43H

42,714

2,ll■ 964

1,055,268

510,840

3,723,786

1,601,168 1,827,113

1,032,00o 1,063,36日

5,365,968 6,614,267

事業収入合計 52,521,875 481592,983

平成 30年産米 品種別収複量

品  種 作付面積 (a) 精品重量 (聴 ) 平均反収 (俵 )

五百 万石 474.50 16,998.80 5.9

つきあかり 159.90 7,716.22 8.0

こがねもち 25,70 399.73 2.6

コシヒカリ 計 872.00 26,219,21 5.0

合  計 1,532.10 51,3,3.96 5,3
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平成 30年 4月  1日

4月  2日

6月  1日

6月  5日

6月  7日

6月 12日

6月 13日

6月 27日

7月  2日

7月  6日

7月  9日

7月 10日

7月 13日

7月 23日

8月  1日

8月 30日

11月  1日

11月  9日

/11月 14日

11月 28日

12月  7日

12月 18日

12月 25日

平成 31年  1月 80日

2月 19日

2月 28日

3月 18日

3月 20日

平成 30年度   業  務  報  告

平成 30年度事業開始

平成 29年度棚卸監査 :農業実習交流センター

平成 29年度農業政策に関する説明会 :大島区公民館  高橋 。中島

上越地域米農業者大会 :リ ージョンプラザ上越        丸山

平成 29年度決算監査 :農業実習交流センター

農地中間管理事業ブロック研修会 :新潟市          高橋

平成 30年度第 1回通常理事会 :農業実習交流センター

平成 30年度定時評議員会 :農業実習交流センター

平成 30年度第 1回臨時理事会 :農業実習交流センター

大島区農業振興会正副会長会議 :農業実習交流センター

大島区農業振興会平成 29年度決算監査

大島中学校 2年生職場体験受入れ :1名 (13日 まで)

「大島区の農業を考える会」:大島区公民館    高橋理事長・中島

大島区農業振興会支部代表者会議 :庄屋の家   高橋理事長・中島

大島区認定農業者会総会 :大島区公民館           高橋

視察受入 :山形県川西町より7名

上越市農政課による公社事業関係ヒアリング :農業実習交流センター

新潟県地域農業担い手公社連絡協議会総会 :新潟市      中島

新潟県地域農業担い手公社連絡協議会現地研修 (31日 まで)

:佐渡市  中島

雇用主経営管理研修 :上越市民プラザ            中島

農林水産省 農業施策提案 :東京              丸山

除雪車出動式 :希望館                丸山・小池

視察受入 :大分市農林水産部より1名 (中 山間地域等直接支払制度等

マネジメント組織の活動について)

事業調査 :中 山間地域等直接支払制度 効果と課題等について

平成 30年度第 2回臨時理事会 :農業実習交流センター

稲作検討会 :農業実習交流センター

大島区農業懇談会 :大島区コミュニティプラザ  高橋理事長・高橋

中山間地域等直接支払制度第 5期対策に向けたマネジメント組織への

説明会 :上越市文化会館               高橋・中島

公益法人立入検査 :検査員 2名

次年度タド苗打合せ :農業実習交流センター

平成 30年度第 2回通常理事会 :農業実習交流センター

平成 30年度臨時評議員会 :農業実習交流センター
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1.理事会

2.評議員会

平成 30年度  理 事 会 ・ 評 議 員 会 の 開 催 状 況

開催 日時
出 席

理事数
議 題

備 考

(現在数)

平成 30年

6月 13日
7名

議案第 1号

議案第 2号

議案第 3号

議案第 4号

平成 29年度公益財団法人大島農業振興公社事業報告について

平成 29年度公益財団法人大島農業振興公社決算報告について

公益財団法人大島農業振興公社職員の 6月 支給期末手当の支給率に

ついて

平成 30年度定時評議員会の開催について

理事 7名

監事 2名

平成 30年

6月 27日
7名

議案第 1号 公益財団法人大島農業振興公社理事長の選定

議案第 2号 公益財団法人大島農業振興公社副理事長の選定

理事 7名

監事 2名

平成 30年

12月 7日
7名

議案第 1号 公益財団法人大島農業振興公社職員の 12月 支給期末手当の支給率に

ついて              '

議案第 2号 固定資産 (ト ラクター)の取得について 【平成 31年度事業】

理事 7名

監事 2名

平成 31年

3月 13日
7名

議案第 1号 平成 31年度公益財団法人大島農業振興公社事業計画 (案)について

議案第 2号 平成 31年度公益財団法人大島農業振興公社収支予算 (案)について

議案第 3号 平成 30年度臨時評議員会の開催について

理事 7名

監事 2名

開催 日時 出席数 議 題
備 考

(現在数)

平成 30年

6月 27日
6名

議案第 1号 平成 29年度財団法人大島農業振興公社事業報告の承認

議案第 2号 平成 29年度財団法人大島農業振興公社決算報告の承認

議案第 3号 公益財団法人大島農業振興公社理事 7名 の選任

7名

平成 31年

3月 20日
5名

議案第 1号 平成 31年度公益財団法人大島農業振興公社事業計画 (案)の承認

議案第 2号 平成 31年度公益財団法人大島農業振興公社収支予算 (案)の承認
7名
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摘 要 H80,3131 H31.3.31 増 減 備 考

理   事 7 7 0

監   事 2 2 0

評 議 員 7 7 0

役員等合計 16 16 0

一 般 職 2 2 0

現 業 職 3 4 0

派   遣 0 0 0

職 員 合 計 5 6 1

役 職 員 の 前 年 度 比 較 状 況
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決 算 報 告
い
書

自  平成 30年

至  平成 31年

4月  1日

3月 31日

新潟県上越市大島区牛ヶ鼻 2649番 地

公 益 財 団 法 人 大 島 農 業 振 興 公 社
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科 目 当年度 前年度 増 減

I 資産の部

1,流動資産

現金預金

未        収

棚    卸

立        答

流動資産合計

2 固定資産

(1)基本財産

定     期

基本財産合計

(2)特定資産

退  職  給  付  引

減 価 償 却 引

特定資産合計

(3)その他固定資産

建

農   業    用

車   両    運

什    器

冷    蔵

その他固定資産合計

資

預

金

産

金

金

当 資 産

当 資  産

機

搬

備

設

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

1.流動負債

未        払        金

預        り        金

賞   与    引    当   金

流動負債合計

2.固定負債

退 職 給 付 引 当 金

固定負債合計

負債合計

Ⅲ 正味財産の部

1.指定正味財産

指定正味財産合計

(う ち 基 本 財 産 へ の 充 当 額 )

2.一般正味財産

(う ち 特 定 資 産 へ の 充 当 額 )

正味財産合計

負債及び正味財産合計

物

械

具

品

備

3,219,429

1,613,311

2,289,500

300,000

3,643,873

2,715,054

2,831,000

0

△ 424,444

△ 1,101,743

△ 541,500

300,000

7,422,240 9,189,927 △ 1,767,687

51,000,000 51,000,000 0

51,000,000 51,000,00C 0

8,037,750

21,221,188

7,404,100

16,824,908

633,650

4,396,280

29,258,938 24,229,008 5,029,930

773,440

7,226,381

4,444,370

95,042

1

1,061,150

9,426,672

5,945,492

130,682

△ 287,710

△ 2,200,291

△ 1,501,122

△ 35,640

0

12,539,234 16,563,997 △ 4,024,763

92,798,172 91,793,005 1,005,167

100,220,412 100,982,932 △ 762,520

2,940,806

469,151

1,639,088

4,233,963

476,156

1,261,066

△ 1,293,157

△ 7,005

378,022

5,049,045 5,971,185 △ 922,140

8,037,750 7,404,100 633,650

8,037,750 7,404,100 633,650

13,086,795 13,37S,285 △ 288,490

52,475,268

(51,000,000)

53,044,982

(51,000,000)

△ 569,714

(   0)
34,658,34g

(29,258,938)

34,562,665

(24,229,008)

95,684

(△5,466,656)

87,133,617 87,607,647 △ 474,030

100,220,412 100,982,932 △ 762,520

貸借対照表
平成31年 3月 31日 現在

(単位 :円
)
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(単位 :円 )

△ 1,441,351

I 一般正味財産増減の部

運  用  益

受  取 利  息

収     益

事  業  収 益

等 事 業 収 益

ン ト 事 業 収 益

園芸の 技 術 習 得 に 関 す る 事 業収益

農業実習交 流 セ ン タ ー 管 理 事業収益

正味財産増減計算書
平成30年 4月 1日 から平成31年 3月 31日 まで

J懲

60,739,710

1,174,

17,394,

3,533,

818,71

3,471,

8,

1,121,750

4,396,280

315,404

産

産

財

財

業

支

保

ジ

業

　

ネ

地

マ

作
肝
業

農

農

農

の

1.経常増減の部

(1)経常収益

基  本

基  本

事

雑

受

雑

経常収益計

(2)経常費用

事

援

全

除 雪 作 業 収 益

期 末 農 産 物 棚 卸 高

受 取 補 助 金 等

受 取 国 庫 補 助 金

金

額

助

替

補

振

体団

等

共

金

公

助

方

補

地取

取

受

受

メ

益収

費

不U取

益収

8,565,

2,319,

1,643,

1,394,

268,

1,031,

1,108,3

2,559,753

1,961,123

467,163

0

62,181,

1,174,

17,411,

3,334,

782,

3,329,

865,

3,841,

10,055,

2,363,

1,923,

1,055,

3,233,

2,296,

520,

2,569,

650,

1,084,

2,829,

1,657,

93,

975,

40,

195,

132,

37,

15,

2,

16,

△ 16,

199,

36,

147,

8,

256,

555,

315,

△ 1,489,

△ 43,

△ 279,

53,

△ 673,

△ 335,

△ 53,

業

671

678

717

820

酬

当

金

用

費

費

費

費

費

費

費

費

費

料

料

料

金

課

金

料

費

費

高

高

額

費

費

　

　

　

　

口中
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

卸

卸

入

報

手

賃

付

生

通

搬

却

備

品

　

　

料

　

　

　

　

公

担

数

　

　

『

『

］

雇

　

厚

交

運

償

器

　

繕

料

水

借

用

険

謝

　

負

手

託

給

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

産

資

当

理

員

料

　

　

　

　

　

　

什

耗

　

　

　

　

　

　

　

税

時

職

利

費

信

『

耗

　

　

　

熱

　

　

　

　

　

払

払

　

　

鶏

鶏

『

役

給

臨

退

福

旅

通

減

消

消

修

燃

光

賃

使

保

諸

租

支

支

委

雑

期

期

賞

管

0

641

168

0

361

603

619

994

0

611

639

620

017

850

496

△ 1,174,

△ 381,

2,712,63

648

2,831,000

0

1,639,

1,609,

93,

933,

41,

158,198

141,020

26,

20,

30,

1,415,500

190,295

1,261,066

△ 52,555

△ 116,525

648

1,415,

△ 190,

378,

△ 47,71

△ 42,012

1,322

△ 36,

8,

△ 10,

4,

28,800

△ 555

酬

当

用

費

費

費

費

費

費

生

　

通

搬

報

口
中

厚

議

交

運

　

料

給

員

料

費

信

役

給

退

福

会

旅

通

消

燃

手

612

132

200

520

872

職

不げ

目科 当年度 前年度 増 減

5,100

5,100

50,882,483

8,014,302

15,199,895

5,662,048

12,762,196

340,275

6,614,267

2,289,500

6,349,583

14,325

5,765,545

569,713

3,907,815

502

3,907,313

5,100

5,100

55,370,668

10,708,703

16,867,060

6,210,922

11,714,487

400,148

6,638,348

2,831,000

7,708,966

1,530,786

5,608,467

569,713

419,478

1,214

418,264

0

0

△ 4,488,185

△ 2,694,401

△ 1,667,165

△ 548,874

1,047,709

△ 59,873

△ 24,081

△ 541,500

△ 1,359,383

△ 1,516,461

157,078

0

3,488,337

△ 712

3,489,049-

61,144,981 63,504,212 △ 2,359,231

耗

付 費

17
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科 目 当年度 前年度 増 減

光 熱 水 料

賃        借

使        用

支   払    負   担

支   払    手    数

雑

経常費用計

評価損益等調整前当期経常増減額

評価損益等計

当期経常増減額

2.経常外増減の部

(1)経常外収益

固  定  資  産  売  却

農 業 用 機 械 売

車 両 運 搬 具 売

受 取 補 助 金

受 取 補 助 金 等 振

費

料

料

金

料

費

益

去口 益

却  益

等

替 額

経常外収益計

(2)ザ経常外費用

固  定  資  産  除  却  損

経常外費用計

当期経常外増減額

当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

Ⅱ 指定正味財産増減の部
一 般 正 味 財 産 へ の 振 替 額

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高
Ⅲ 正味財産期末残高

12,000

9,000

30,000

67,500

13,315

15,400

24,751

9,000

24,000

72,500

2,600

15,000

△ 12,751

0

6,000

△ 5,000

10,715

400

62,349,295 63,838,363 △ 1,489,068

△ 1,204,314 △ 334,151 △ 870,163

0 0 0

△ 1,204,314 △ 334,151 △ 870,163

1,299,998

1,299,998

0

1

1

629,997

329,998

299,999

4

4

670,001

970,000

△ 299,999

△ 3

△ 3

1,299,999 630,001 669,998

1 3 △ 2

1 3 △ 2

1,299,998 629,998 670,000

95,684 295,847 △ 200,163

34,562,665 34,266,818 295,847

34,658,349 34,562,665 95,684

△ 569,714 △ 569,717 3

△ 569,714 △ 569,717 3

53,044,982 53,614,699 △ 569,717

52,475,268 53,044,982 △ 569,714

87,133,617 87,607,647 △ 474,030
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(単位 :円 )

取

地 の

マ ネ

農業実習交 流 セ ン タ ー 管 理 事業収益

除  雪   作   業

期 末 農 産 物

期 末 諸 資 材

正味財産増減計算書内訳表
平成30年 4月 1日 から平成31年 3月 31日 まで

56,109,

1,174,

14,918,

3,444,

709,

I

′息

益

禾U

用

運
受
収
事
等
邪

産

産

援

全
メ

支

保

ジ

財

財

業

業作

用

業

農

農

農

益

益

益

益

益
収
収
収
期

業

業

事

業

事

事

る

益

高

高

　

金

金

額

収陶四幹『中購益
団

等

助

庫

共

金

補国舜助収
補

取取］取

受

受

受

受
　
　
　
　
雑

1,経常増減の部

(1)経常収益

基  本

基  本

事

受

雑

経常収益計

(2)経常費用

事

職

不U

費

信

園芸の 技 術 習 得 に 関 す

息

益

不U

収

取

4,396,

315,

2,017,

1,370,

60,739,

1,174,

17,394,

3,533,

818,

3,471,

8,

1,121,

4,396,

315,

8,565,

2,319,

1,643,

1,108,

2,559,

1,961,

467,

1,394,

268,

1,031,

2,712,

2,831,

1,639,

1,609,

93,

933,

41,

71

575

750

280

378

753

123

163

63

648

000

0

3,139,951

8,820

1,113,750

4,630,

2,476,513

89,

109,262

331,624

0

8,000

20,

301,

278,

21,

16,

12,

12,

443,

2,

41,

000

000

000

472,

費業

0

0

酬

当

金

用

費

費

費

費

費

費

費

費

費

料

料

料

課

金

料

費

費

高

高

額

費

費
　
　
　
　
　
口四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卸

卸

入

報

手

賃

付

生

通

搬

剖

備

品

　

　

料

　

　

　

公

担

数

　

　

『

『

］

雇

　

厚

交

通

償

器

　

繕

料

水

借

用

険

　

負

手

託

給

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

産

資

当

理

員

料

　

　

　

　

　

　

什

耗

　

　

　

　

　

　

税

時

職

　

費

信

価

耗

　

　

　

　

　

　

　

　

払

払

　

　

鶏

鶏

『

役

給

臨

退

福

旅

通

減

消

消

修

燃

光

賃

使

保

租

支

支

委

雑

期

期

賞

管

8,545,54

0

0

0

0

1,087,378

2,543,753

1,949,123

455,023

951,

266,

990,

2,712,

648

2,831,000

0

1,166,

0

0

0

1,609,585

93,564

933,

41,

158,

141,

26,

20,000

30,800

158,198

0

0

0

0

0

0

0

酬

当

用

費

費

費

費

費

生

通

搬

報

手

付

厚

議

交

通

給

員

料

役

給

退

福

会

旅

通

消

４‐

２６

２０

３０

科 目 公益目的事業 収益事業 法人会計 合  計

5,100

5,100

44,268,216

8,014,302

15,199,895

5,662,048

12,762,196

340,275

0

2,289,500

0

4,899,583

14,325

4,315,545

569,713

3,891,632

0

3,891,632

0

0

6,614,267

0

0

0

0

0

6,614,267

0

0

0

0

0

0

11,961

0

11,961

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1,450,000

0

1,450,000

0

4,222

潮

5,100

5,100

50,882,483

8,014,302

15,199,895

5,662,048

12,762,196

340,275

6,614,267

2,289,500

0

6,349,583

14,325

5,765,545

569,713

3,907,815

502

3,907,313

53,064,531 6,626,228 1,454,222 61,144,981
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科 公益目的事業 収益事業 法人会計 合  計

燃       料

光   熱    水    料

賃       借

使        用

支   払   負    担

支   払   手    数

雑

経常費用計

評価損益等調整前当期経常増減額

評価損益等計

当期経常増減額

2.経常外増減の部

(1)経常外収益

費

費

料

料

金

料

費

定  資  産  売

業  用  機  械

両 運  搬  具

取   補   助

取 補 助 金 等

却  益

売  却  益

売  却 益

金  等

振 替 額

農

車

受

受

経常外収益計

(2)経常外費用

固 定 資 産 除 却 損

経常外費用計

当期経常外増減額

他  会   計   振   替  額

当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

Ⅱ 指定正味財産増減の部
一 般 正 味 財 産 へ の 振 替 額

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

Ⅲ 正味財産期末残高

0

0

0

0

0

0

0

16,000

12,000

9,000

30,000

67,500

13,315

15,400

16,000

12,000

9,000

30,000

67,500

13,315

15,400

56,109,155 J630,555 1,609,585 62,349,295

△ 3,044,624 1,995,673 △ 155,363 △ 1,204,314

0 0 0 0

△ 3,044,624 1,995,673 △ 155,363 △ 1,204,314

1,299,998

1,299,998

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1,299,998

1,299,998

0

1

1

1,299,999 0 0 1,299,999

1 0 1

1 0 0 1

1,299,998 0 0 1,299,998

936,482 △ 936,482 0 0

△ 808,144 1,059,191 △ 155,963 95,684

29,240,487 5,296,308 25,870 34,562,665

28,432,343 6,355,499 △ 129,493 34,658,349

△ 569,714 0 0 △ 569,714

△ 569,714 0 0 △ 569,714

53,044,98ユ l 0 53,044,982

52,475,267 1 0 52,475,268

907 6,355,500 △ 129,493 87,133,617
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財 務 諸 表 に 関 す る 注 記

1.重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法

該当なし

(2)棚卸資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産 … 玄米を計上してお り、平均売価により評価 している。

(3)固定資産の減価償却の方法

旧定額法及び定額法によつている。

(4)引 当金の計上基準

退職給付引当金 … 職員の退職給付に備えるため、当該事業年度末における自己都合要支給額に

相当する金額を計上 している。

賞 与 号1当 金 … 正規職員に関 し、翌期における期末手当支給対象期間のうち、当該年度相当

分を引当計上 している。

(5)リ ース取引の処理方法

ファイナンス・ リース取引であるが、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理 している。

(6)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込み方式によつている。

2.会計方針の変更

該当なし

3.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとお りである。

4.基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとお りである。

科    目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

定 期 預 金

小   計

特定資産

退職 給付 引 当資産

減 価償 却 引 当資産

小   計

合   計

51,000,000 0 0 51,000,000

51,000,000 0 0 51,000,000

7,404,100

16,824,908

860,650

4,396,280

227,000

0

8,037,750

21,221,188

24,229,008 5,256,930 227,000 29,258,938

75,229,008 5,256,930 227,000 80,258,938

科    目 当期末残高
(う ち指定正味財産

からの充当額)

(う ち一般正味財産

からの充当額)

(う ち負債に

対応する額)

基本財産

定  期 預

/1ヽ

金

計

特定資産

退職 給 付 引 当資産

減 価償 却 引 当資産

小   計

合   計

51,000,000 (51,000,000) ( 0) ( 0)

51,000,000 (51,000,000) ( 0) ( 0)

8,037,750

21,221,188

0)

0)

(8,037,750)

(21,221,188)

(8,037,750)

(21,221,188)

29,258,938 ( 0) (29,258,988) (29,258,938)

80,258,938 (51,000,000) (29,258,938) (29,258,938)
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5.担保に供 している資産

該当なし

6.固定資産のR文 得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

7,債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、次のとお りである。

8.保証債務等の偶発債務

該当なし

9.満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益

該当なし

10.補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

科   目 取得価額 減価償却累計緩 当期除却額 当期末残高

建      物

冷 蔵 業 設 備

車 両 運 搬 具

農 業 用 機 械

什 器 備 品

合   計

9,287,300

5,276,690

20,867,150

42,784,467

366,060

8,513,860

5,276,689

16,422,780

35,558,083

271,018

3

773,440

1

4,444,370

7,226,381

95,042

78,581,667 66,042,430 3 12,539,234

科    目 債権金額 寓倒引当金の当期末残清 債権の当期末残高

未    収    金

米販売代金収入

マネジメン ト事業収入

交流センター管理事業収入

除雪作業収入

合   計

149,200

325,772

263,644

874,695

0

0

0

0

149,200

325,772

263,644

874,695

1,613,311 0 1,613,311

補助金等の名称 交付者
前期末

残 高

当 期

増加額

当 期

減少額

当期末

残 高

貸借対照表上

の記載区分

補助金

収入減少緩和交付金

運営費補助金

中山聞地域等直接支払交付金

環境保全型農業直接支払交付金

灌水用機械等整備対策事業補助金

濯水ポンプ燃料費助成金

首都圏マルシェ出店イヘヾント補助金

国

上越市

上越市

上越市

上越市

上越市

0

0

0

0

0

0

0

14,325

3,070,000

2,270,519

232,650

126,048

46,5561

",7721

14,325

3,070,000

2,270,519

232,650

126,048

46,556

19,772

0

0

0

0

0

0

0

合   計 0 5,779,870 5,779,870 0
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■,指定工味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである

内   容 金  額

経常収益への振替額

減価償却費計上による振替額

経常外収益への振替額

処分による振替額

569,713

1

合    計 569,714

12.関 連当事者との取引の内容

該当なし

13.重要な後発事象

該当なし

14。 その他

該当
―
なし
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計 算 書 類 の 附 属 明 細 書

1 基本財産及び特定資産の明細

基本財産及び特定資産については、財務諸表の注記 3.基本財産及び特定資産の増減及びその残高

に記載している。

2 引当金の明細

退職給付引当金

賞与引当金

科 目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他

退職給付引当金 7,404,100 860,650 227,000 0 8,037,750

科 目 期首残高 当期増加額
章期減少額

期末残高
目的使用 その他

賞与引当金 1,261,066 1,639,088 1,26と ,066 0 1,639,088
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財産 目録
平成31年 3月 31日 現在

4ξ翌1 す照表科 目 場所 。物 量等 使用 目的等 金 徽

く流動資産 )

未収金
農用地保全事業収入
マネジメント事業収入
交流センター管理事業収入
除雪作業収入

立替金
棚卸資産

1預
金

業者等に姑する未収額
新潟県農林公社等に対する未収額
上越市に対する未収額
上越市等に対する未収額
大島区農業振興会の立替払額
上越市 玄米 (30kg)298袋

経営安定積立金
(新潟県信用農業協同組合連合会)

普通預金
えちご上越農業協同組合
大島支店
第四銀行安塚支店
大島郵便局振替口座

米代金及び送料の未収分
中間管理機構業務費等の未収分
施設管理費等の未収分
市道除雪作業料等の未収分
補助事業受益者負担の立替払い額
販売して得た収入を公益目的事業の
財源として使用している

緩和交付金積立金

運転資金として

運転資金として
運転資金として

2,311,621
1,021,487

1,247,114
43,020

1,613,311

149,200

325,772

907,808

r,4ZZ,249
(固 定資産 )

基本財産

その他固定資西

特定資産

定期預金
定期預金 (指定)

退職給付引当資産
(一般)

減価償却引当資産
(一般 )

車両運搬具 (指定)

車両運搬具 (一般)

什器備品 (一般 )

蔵設備
冷蔵設備 (指定)

(

(

物
物

建
建

建 物

一般)

引当資産

引当資産

指定)

農機 (指定)

農機 (一般 )

えちご上越農業協同組合
大島支店

えちご上越農業協同組合
大島支店

えちご上越農業協同組合
大島支店

田植機ほか
コンバインほか

上越市 タンダ、除雪車ほか

上越市 搭載車、除雪機ほか

上越市 パソコンほか

上越市 保冷庫、冷蔵庫

上越市
上越市

格納庫
堆肥置場

上越市
上越市

的保有財産であり、運用益を
事業の財源として使用している

に対する退職金の支払いに

公益目的保有財産及び将来的な資産
取得に備えたもの

目的保有財産であり、公益 目的
の施設に使用している

目的保有財産であり、公益百的
事業の施設に使用 している

公益目的保有財産及び収益事業
(除雪車)で使用 している

目的保有財産及び収益事業
(除雪機)で使用 している

目的保有財産及び法人会計
(パ ソコン)で使用している

公益目的保有財産であり、公益 目的

えたもの

している

21,221,188
21,221,188

12,539,234
773,440
609,976

163,464
7,226,381

865,289
6,361,092

51,000,000
51,000,000
51,000,000
29,258,938
8,037,750
8,037,750

92,798,172
100,220,412

く茄動負債 )

未払金
事業費
管理費

預り金

賞与引当金

法人会計に供する未払い分
社会保険料、源泉所得税

業者等に対する未払い分
業者等に対する未払い分
第四銀行安塚支店

Vヽ に え た の

に対するもの

に供する未払い分

5名 に対する翌期の期末手当の

2,940,806
2,919,698

21,108

469,151
1,639,088

b,049,045
(固 定負を百)

退職給付引当金 4名 に対する退職金の支払いにに対するもの

備えたもの
8,037,750

8,037,750
13,086,795
87.133,617
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監 査 報 告 書

公益財団法人大島農業振興公社

理事長 高橋三登一 殿

令和 /年 /月 ぐ 目

監 事 横
・
尾 栄 一

監 事 秋 山 久 治

麟

私たち監事は、平成 30年 4月 1日 から平成 31年 3月 31日 までの事業年度の理事の

職務の執行を監査いたしました。その方法及び結果について、次のとおり報告いたします。

1 監査の方法及びその内容

各監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努

めるとともに、理事会その他重要な会議に出席 し、理事及び使用人等からその職務の執行

状況について報告を受け、必要に応 じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及

び財産の状況を調査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及

びその附属F月細書について検討いたしました。

さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書類 (貸

借対照表及び正味財産増減計算書)及びその附属F月細書並びに財産目録について検討いた

しました。

2 監査意見

(1)事業報告等の監査結果

一 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示して

いるものと認めます。

二 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実

は認められません。

④  計予算書類及びその附属明細書並びに財産 目録の監査結果

計算書類及びその附属 F月 細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益 (正味財産増減)

の状況をすべての重要な点において適正に示 しているものと認めます。
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事 業 計 画 書

自

至

平成 31年

平成 32年

4月  1日

3月 31日

新潟県上越市大島区牛ヶ鼻 2649番 地

公 益 財 団 法 人 大 島 農 業 振 興 公 社
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平成 31年度 公益財団法人大島農業振興公社事業計画書

【基本方針 】

大島区においては、農業生産条件の不利及び農業者の高齢化、担い手不足の深刻化など、引き続

き生産基盤の弱体化が進行している。

基幹作物である水稲については、米の直接支払交付金の廃上、行政による生産数量目標配分の終

了、中山間地を中心とした未曾有の干ばつ被害の発生など、生産基盤の弱体化が進む中、中山問地

域等直接支払制度第 5期へのスムーズな移行と、支援体制の構築が求められている。また、日本型

直接支払制度や、農地中間管理事業などを最大限に活用するため、関係機関との連携を図り、農政

活動や地域農業への支援体制を更に強化する必要がある。

公社経営の健全化及び財政的な自立に向け、多角的な収入源や人材確保、中長期的視野に立った

運営努力を継続し、地域農業を支える公社の体質強化を図る必要がある。

I 目的

農業者の高齢化や担い手不足による農地の荒廃が懸念されるなか、農業の振興を通じ、地域農業

の持続的発展と地域社会経済の活性化に寄与することを目的に次の事業を行う。

1.農業の担い手の育成に関する事業

2.農作業の支援に関する事業

3.農用地の保全や権利調整に関する事業

4.農業政策推進のためのマネジメントに関する事業

5.技術習得を目的とした研修等事業

6,その他この法人の目的を達成するために必要な事業

(1)公益目的事業

①農業の担い手の育成に関する事業

農業者の高齢化が進んでいることから、地域農業を持続的に発展させることを目的に行う。
。新規就農者や認定農業者会への支援

。農業振興会、環境保全型農業推進への支援

・農業基礎知識の習得に関する研修及び実習を、農業交流センターを利用し実施

,新規就農者、農業生産法人、意欲ある担い手の規模拡大による経営安定化を図るための支援

②農作業の支援に関する事業

高齢農家や兼業農家の大きな負担となっている基幹農作業を、農作業受話組合を中心に、農業

Ⅱ
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公社、農業生産組織、中核農家等との連携により支援することで、耕作放葉や地域農業の衰退を

未然に防止することを目的に行う。

。水稲育苗  3,000枚

・基幹農作業 (耕運、代掻き、田植え、刈取り、その他) 32.5ha

③農用地の保全と地域農業の維持増進に関する事業。

農地管理の維持が困難になった農家の農地を管理耕作することで、農地の荒廃や地域農業の衰

退を未然に防止することを目的に行う。

・利用権設定面積  21.92ha

・作付面積 15,67ha ― 「求められる おおしま育ち」を栽培、販売

・安全、安心、良食米の安定生産と、環境にやさしい米作りの取組

・生産コス ト低減に向けた取り組み強化

・米の有利販売に向けた取り組み強化

④農業マネジメントに関する事業

中山間地域で農業者の高齢化が進む当地域では、久世代に引き継ぐべき地域資源である農地の

荒廃が進みつつある。優良農地の継続的な活用については、地域ぐるみ、集落ぐるみの合意形成

が必要であり、その支援を実施する。

・農地利用集積円滑化事業及び農地中間管理事業

農用地の利用調整を図り、効率的な土地利用及び荒廃地の増加防止

・日本型直接支払制度に係る事務支援

1)中山間地域等直接支払に係る広域協定事業への支援強化

中山間地域等直接支払制度の活用を進めるため、広域連携協定 (大島区農業振興会)の事

業推進と次期対策に向けての取り組み強化

2)多面的機能支払制度に係る事務支援事業

事務支援の強化

3)環境保全型農業直接支払制度に係る事務支援事業

環境にやさしい農業の推進に向け、「大島区の環境を守る会」を組織し、農地保全と担い手

の育成

⑤園芸の技術習得に関する事業

大島区の大半の農家は稲作単一経営であり、現在の米価が不安定な状況では、園芸導入により

農業者の経営の安定化を図る必要がある。この事から、公社が技術習得のため、新規作物を先行

導入して栽培技術を確立することで、容易に園芸導入に取り組むことができるよう支援する。

・花首の技術習得に関する事業

上越市の植栽事業及び市内各団体への供給等により地域の美化 。緑化推進に協力

29



'園芸の技従F得に関する事業

収益の安定したアスパラガスの実証栽培と普及

地域特性を生かした自然薯や新規選定野菜の実証栽培や雪室を利用した有利販売の検討

⑥農業実習交流センターの管理に関する事業

中学生の職場 (農業)体験の受入れなどにより、教育現場と連携した担い手育成や、市民を対

象とした農業に興味のある方への支援、農業とのふれあいによる心豊な人づくりを目的に管理を

行 う。

(2)収益目的事業  (収 1)

①冬期に道路等の除雪を行う事業

冬期間の地域住民の生活道路の確保と、公共施設を安心して利用できる場を確保するため、道

路除雪及び温室周辺除雪を実施

Ⅲ。その他

① 連携指導事業

浦川原区総合事務所 (上越市)、 上越東農林事務所普及課 (新潟県)、 えちご上越農業協同組合、

大島区農業振興会、大島区認定農業者会との連携を密にし、事業展開を図るとともに農家指導ヘ

の協力を行う。

② 職員研修

・ 職員の意欲及び資質の向上を図るため、各種研修会に積極的に参カロする。また、公社及び職員

それぞれが目標に向かい、やりがいのある職場を形成するため、職場内検討会の充実を図る。

・ 農作業中の事故防止に最大限に努めるとともに、各種機械等の整備点検の確実な実施を行 うた

めの安全講習会等への積極的な参加を行う。

③ 販売強化と情報収集

・ 安全、安心、環境にやさしい農産物の安定生産と「おおしま育ち」のブランド化を推進する。

・ 生産物の有利販売を進めるため、「県認証米制度」の活用や、自然に優しい雪室貯蔵米 (舞雪

米)な ど、新たな販売戦略の検討。

・ 新潟県及び上越市が発信する販路拡大、販売促進情報を積極的に活用する。

・ ネット販売や新聞折込み、ダイレクトメールなど多様な販売促進活動により、販売量の確保と

定着を進める。

。 園芸品目の集出荷を一元化し、流通コス ト低減と園芸生産の定着を図る。
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公

益

目

的

事

業

平 成 31年 度  事 業 計 画 明 旅H書

事業区分
計   画

備 考
面積 (ha) 金額 (千円)

①担い手の育成 0

②
農
作
業
の

支
援

耕 うん

代掻き

円植え

刈取 り

7.0

9,0

6.5

10.0

育苗硬化 3,

3,000

110

30,000

支援合計

511

873

396

1,970

2,905

324

330

120

07,300/10a× 700a=

09,700/10a× 900a=

@6,100/10a× 650a=

@19,700/10a× 1,000a=

091l X l,00o枚 =

0997× 2,000枚 =

0108× 3,000枚 =

03,000× 110回 =

04× 30,000キュ=

511,000

873,000

396,500

1,970,000

911,000

1,994,000

324,000

330,000

120,000

7,429 合計    7,429,500

③
農
用
地
の

保
全
と
地
域
農
業
の

維
持
増
進

作付面積 15.66

米販売収入

保全合計

作付面積

(ha)

コンとカリ

五百万石

つきあかり

合 計

ll.10

2.96

1.60

15.66

19,340

小 売  ウと力)(玄 )019,000× ■0俵=

コンと力)(白 )030,000× 1401表 XO,9=

コンと力)(玄 )016,000× 26俵 =

自主米  五百万石  015,000× 222俵 =
ヨンヒカジ 014,000× 528俵=

つきあかり 012,000X136俵 =

暦米・端量米

発送運賃収入

2,090,000

3,780,000

416,000

3,330,000

7,392,000

1,632,000

350,000

350,000

19,340 合計   19,340,000

農地利用集積円滑化

事業 13.12

(利用権設定面′ぼf)

906

中山間地域等直接

④

ネ
ジ
メ
ン
ト

3,

面的機能支払
1,040

乗境保全型直接支払
94

事務支援事業

中間管理機構

マネジメント合計 5,

賃貸料収入

手数料収入 (税込)

合 計

886,988

19,318

906,306

事務支援受託費 3,284,450

事務支援受託費 1,040,000

事務支援受託費 93,500

米箱、米袋の販売 30,000

事務委託費 300,000

合計    5,654,256
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⑤
園
芸
の

技
術
習
得

花苗生産

農産物生産
⑤
園
芸
の

技
術
習
得

園芸合計

1,129

春花古

秋花苗

」A花苗

その他

065× 5,500Pt× 1.08=

040× 6,300Pt× 108=

065× 6,400Pt× 1.08=

(チす l''ノ フ
°
球根 )

386,100

272,160

449,280

21,870

1,129,410合計

4,696

01,200/監 ×300kg

02,000/kg)(140rg

送料

0350× 100本

01,215/kg× 2,300監

01,000/kg× 200kg

産地奨励金 (」A出荷の1%)

南瓜  01,000× 841g

白菜  0200× 1,050個

人参  0500× 70監

0150× 4,000本

360,000

280,000

70,000

35,000

2,794,500

200,000

27,945

84,000

210,000

35,000

600,000

4,696,445

」A出荷

ネット販売自然薯

アスハ
°
テがス

他野菜

ウド苗

種子

」A出荷

振売

合 計

6,694

花苗生産

植栽管理

3,803,184

2,890,952

6,694,136合計

12,519

⑥
管
理

農業実習交流センター

管理事業 340

大島農業実習交流センター管理受話

周辺除雪作業

合計

106,275

234,000

340,275

収
益
事
業

市道除雪受託事業 延長500胆

収
1

職員出向

収益合計

2,900

市道落沢線  実稼動

補助車伴走

待機補償

100H

100H

40H

1,780,000

680,000

440,000

2,900,000合 計

1,060 温室周辺除雪 (上限額) 1,060,000

1,589 除雪要員出向 (12月 ～3月 ) 1,589,768

5,549

事業収入合計 50,831

公
益

目
的
事
業
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科  目

公養目的事業会計 収益事禁等会計

法大会計 内部取引控除 合計
′ム`1 小計 収 1 小計

I 一般正味財産増減の部

1経常増減の部

(1)経常収益

基本財産運用益 S,00e 5,00〔 0 S,00C

基本財産受取利息 5潮四 spoc 5.00C

事業収益 4S,282,l100 45,282,000 5,549す000 a540.00C 50,831,00C

農作業支援事案収益 7.420,000 7,429,000

保全管理事業収益 19.340,000 19,3■000 19,340,000

マネジメント事業収益 S,054.000 5160■ 000 S.6S■ Olll

国芸事業収益 ,2,S19,∞ O 14519.000 12.519,OOO

農祟実習交流センター 340,00C g4α 000 34中 llll

除雷作業収益 5,S19,OOo 5,54S,00(l

受取補助金等 6,147,033 B,047.03ζ

受取目庫補助金 1164.0的 1,164,00C 1,164.00C

受取地方公共団体補助金 4,Oea,ooo 1.00α000 5.e03.0(0

受取補助金等張督額 89α038

雑収益 28岳 000

受取利息 1,000

推収益 iC000 lα000 300p。。

期末農産物桐卸高 1,900.000 1,0000∞

期末諸資材等朝卸高

経常収益計 53.619,033 53.619,033 5,559.000 5,S59,000 1,906,000 0 61,084,033

(2)経 常費用

事業資 53,104806 53,10■ 006 4.591,96t 4,S91,060 S'1696.766

役員報酬 1,144000 1,142.000 1.142.000

給料手当 lS,149.000 lS.14010∞

臨時雇賃金 3,840p00 3.e嗚,Ooo

福利厚生貴 3,354.000 3,954,00( 482,000

退職補付費用 D5,.75色 1,078,713

減価償却費 4,910.OSa 4,910,053 4.910,OS3

会議費 0 C

旅費交通費 50,000 50,000

通信運搬費 1,030.Oll〔 1.oao.ooo 2S,000

消耗什器備品受

消耗品貴 34pO。 8,420JЮ0

修絡貢 81田引側 810,00C SN、000 1,3,α 000

燃料費 1,728,000 1,728,000 2,OS■ 000

光熱水料貴 9G■∞0 26,OC

支払手数料 1,03α000 10,000 lα000 1,040.000

貿借料 2.57200C IB,000 18.000 i 2,59α OOC

使用料 2,Satlooo LS80100( 15,000 1鳥00C Ⅲ2,SOS,000

保険料 501.000 501.00C 53.DOO 53,00G 554,0〔 10

諸謝金 20,000 2α000 20,0∞

租税公課 1,B40,000 1.840,000 28q00c

支払負担金 247.000 247.000 240,OOC

委託貴 1,921.000 1,021.OOO

雑資 ,0.00C

期首農産物棚卸高 2.304100C 2.3041000

期首誇資材等棚卸高

平成31年度公益財団法人大島農業振興公社収支予算書

平成31年 4月 1日 から平成32年 3月 31日 まで

(単位 :円 )
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科  目

公益目的事業会計 収益事業等会計
法人会計 内部取引控除 合計

′ム
｀
1 小計 収 1 小計

管理責

役員報酬 127,000

給料手当 829,000 829,000

臨時雇賃金

福利厚生費

退職給付費用

減価償却受

会議費 2,1,000 211,OOO

旅費交通費

通信速機費

消猛什警備品費

消協品費

審経費

燃料費

光熱水料費

支払手数料 5,00〔 5.000

賃借料

使用料

保険料

諸謝金

租税公課

支払負担金

委託貴

支払利息

雑資

経常費用

'ト

55,498,806 55,498,806 4,5911960 4,591.960 2,012.638 0 62,103,404

評価損養等嗣雲前当翔経常増活額 △ 1,879,773 △ 1,870,778 D67.040 e67.040

基本財産評価損益等

特定資産評価損養等

投資有価証券評価損益等

評価損益等計 0

当期経常増減額 △ 1,9,9,7フ 9 △ 1,870,773 967,040 967,040 △ 106.688 0 △ 11019,371

2経常外増減の部

(1)経常外収益

受取補助金等振管額

経常外収益計

(2)経常外費用

固定賀産除却損

経常外費用計

当期経常外増減額

他会計振替額 △ 48a.520

当期一般正味財産増減額 △ 1,8eS,253 △ 1,396,253 △ i019,371

一般正味財産期首残高 281“ 5,80G 5,981,032 △ 145,744

一般正味財産期末残高 27.0491559 27.049,55S △ 252.382 93.2Ci,721

H 指定正味財産増減の部

受取補助金等

―般正味財産への振替額 △ 890,003

当期指定正味財産増減額 1,340.98, 1,349,967

指定正味財産期首残高 5■ 475,26'

指定正味財産期末残高 53,82i234

H正 味財産期末残高 801874787 80.874,7B7 0.464,553 87.OBO.eSE

平成31年度公益財団法人大島農業振興公社収支予算書

平成31年 4月 1日 から平成32年 3月 31日まで

(単位 :円 )
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